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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】接触制御感知構造を備える可動スクリーンを提
供する。
【解決手段】スクリーン本体、組み立てユニット、信号
連結ユニットにより組成する。該スクリーン本体はキャ
パシタ式接触制御センサーで、少なくとも前表層、第一
軸感知層、絶縁層、第二軸感知層、後表層を含み、前記
各層は順番に接着され薄型スクリーンを構成する薄膜ス
クリーンである。前記組み立てユニットにより前記スク
リーン本体はディスプレーの表面、プロジェクターのス
クリーン前面での使用、或いはそれ自身をプロジェクタ
ースクリーンとする使用への組み立て、取り外しが自在
となる。並びに前記信号連結ユニットを利用し、前記接
触制御センサーの信号処理配線と連接し、コンピュータ
と連結作動する。作動時には、指或いは導体により、ス
クリーン上において筆記し軌跡を形成し、並びに前記接
触制御センサーを利用し軌跡信号を即時にコンピュータ
に伝送し、同期の軌跡データファイルを形成する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　接触制御感知構造を備える可動スクリーンはスクリーン本体、組み立てユニット、信号
連結ユニットにより組成し、
　該スクリーン本体内にはキャパシタ式接触制御センサー構造を備え、少なくとも前表層
、第一軸感知層、絶縁層、第二軸感知層、後表層を含み、前記各層は順番に接着され薄型
スクリーンを構成し、
　前記第一軸感知層は等距離に配置し、しかも相互に平行に排列する多数のトレースによ
り組成する第一軸方向トレースを含み、前記第二軸感知層は等距離に配置し、しかも相互
に平行に排列する多数の透明トレースにより組成する第二軸方向トレースを含み、
　前記第一及び第二軸感知層は前記絶縁層を間に設置し、これにより前記第一軸方向トレ
ースと前記第二軸方向トレースの両者は相互に垂直交差を呈し、しかも相互に分かれ向か
い合い配置され、
　前記第一軸方向トレースと前記第二軸方向トレースは共にトレース接点を備え、スクリ
ーン辺縁に設置する銀電極にそれぞれ電気的に連接し、信号出力配線に連接し、
　前記信号連結ユニットは前記スクリーン本体の信号出力配線と連接し、前記キャパシタ
式接触制御センサー構造の感知信号を信号処理ユニットに伝送し、
　前記組み立てユニットは前記スクリーン本体上に設置され、これにより前記スクリーン
本体はディスプレー表面上或いはプロジェクタースクリーン前面に組み立てられることを
特徴とする接触制御感知構造を備える可動スクリーン。
【請求項２】
　請求項１記載の接触制御感知構造を備える可動スクリーンにおいて、前記前表層、絶縁
層、後表層はフレキシブル特性を備える光透過率の高い絶縁性薄層材料で、前記第一軸感
知層と前記第二軸感知層は良好な導電特性を備えるインジウム透明薄膜であることを特徴
とする接触制御感知構造を備える可動スクリーン。
【請求項３】
　請求項２記載の接触制御感知構造を備える可動スクリーンにおいて、前記前表層と前記
後表層は環状オレフィン重合体或いはポリエチレンテレフタレート薄膜材料であることを
特徴とする接触制御感知構造を備える可動スクリーン。
【請求項４】
　請求項１記載の接触制御感知構造を備える可動スクリーンにおいて、前記スクリーン本
体の前表層と後表層の一或いは二者を共に非透明の材料であることを特徴とする接触制御
感知構造を備える可動スクリーン。
【請求項５】
　請求項１記載の接触制御感知構造を備える可動スクリーンにおいて、前記信号連結ユニ
ットはUSB或いは他の類似性能を備える電気信号コネクターであることを特徴とする接触
制御感知構造を備える可動スクリーン。
【請求項６】
　請求項１記載の接触制御感知構造を備える可動スクリーンにおいて、前記信号連結ユニ
ットは無線信号伝送器であることを特徴とする接触制御感知構造を備える可動スクリーン
。
【請求項７】
　請求項１記載の接触制御感知構造を備える可動スクリーンにおいて、前記組み立てユニ
ットはクリップ、フック、吸盤、或いは磁性部品であることを特徴とする接触制御感知構
造を備える可動スクリーン。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は接触制御感知構造を備える可動スクリーンに関し、特にディスプレーの表面、
プロジェクターのスクリーン前面での使用、或いはそれ自身をプロジェクタースクリーン
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とする使用への組み立て、取り外しが容易で、しかもそれが備える接触制御感知構造を利
用し、映像とインタラクティブ信号入力を行う接触制御感知構造を備える可動スクリーン
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　教育現場、会議やプレゼンテーションの過程では、普通、白(黒)板に板書し、或いはプ
ロジェクターにより映像を投影し内容を表示し、これによりスムーズな進行を補助する。
昨今では電子テクノロジーの進歩により、教育現場、会議やプレゼンテーションの資料の
多くはデジタル化されているため、電子ホワイトボードの使用が徐々に広がっている。
【０００３】
　現在使用されている電子ホワイトボードには以下の３種がある。
１．光学式電子ホワイトボード：使用方式は公知のホワイトボードと大差ない。一組の光
学式データ読み取り装置を配置し、光源投射、反射及び光感知ユニット受信などの作動原
理を利用し、ホワイトボード上に書かれたデータを走査取り込み、データ信号処理後に印
刷保存、コンピュータ保存などの後続の応用を行う。しかし、保存とデータ伝送の機能が
ないため、応用範囲は限られている。
２．スクリーン内に接触制御感知装置を設置する電子ホワイトボード：接触制御感知装置
及び使用者がホワイトボードスクリーン上で筆記する時に発生する筆圧信号の読み取りを
利用し、即時に該信号データを処理しコンピュータに保存する。スクリーン上の情報を即
時にコンピュータにより処理後保存、伝送などの応用機能を執行することができるため、
前記光学式電子ホワイトボードよりも明らかに優れた機能を持つ。しかし、価格が高く、
しかも接触制御感知装置は該電子ホワイトボードの本体内に一体に設置するため、分離し
単独使用することができず、機能には限界がある。
３．赤外線と超音波を使用する電子ホワイトボード：ホワイトボードスクリーン上に２個
のレシーバーと１個のコントローラーを増設する。動作原理は、赤外線ペンをホワイトボ
ードスクリーン上に置くと、該２個のレシーバーを通して、該ペンの所在の相対位置を感
知計算するものである。しかし、赤外線は遮蔽作用があるため信号の感知に失敗し、運用
においてエラーが出易い。しかも該赤外線ペンの関連パーツは落下し損壊し易いため、使
用には不便である。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　ディスプレーの表面、プロジェクターのスクリーン前面での使用、或いはそれ自身をプ
ロジェクタースクリーンとする使用への組み立て、取り外しが自在で、並びにその接触制
御センサーはコンピュータと連結、作動し、指或いは導体により、スクリーン上において
筆記し軌跡を形成し、並びに前記接触制御センサーを利用し軌跡信号を即時にコンピュー
タに伝送し、同期の軌跡データファイルを形成し、しかもアプリケーションプログラムの
使用を合わせ、同期的なインタラクティブ信号入力を行い、或いはアプリケーションプロ
グラムの作動を操作し、こうして前記スクリーンに筆記されたデータはコンピュータ中に
おいて編集、修正、表示、保存、印刷、或いはインターネットを利用し遠方に伝送するこ
とができるデジタル化作動機能を達成する接触制御感知構造を備える可動スクリーンを提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　接触制御感知構造を備える可動スクリーンはスクリーン本体、組み立てユニット、信号
連結ユニットにより組成し、
　前記スクリーン本体はキャパシタ式接触制御センサーで、その構成部品は少なくとも前
表層、第一軸感知層、絶縁層、第二軸感知層、後表層を含み、前記各層は順番に接着され
薄型スクリーンを構成し、
　前記第一軸感知層は相互に等距離で平行に排列する多数の透明トレース(Trace)により
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組成する第一軸方向トレースを含み、
　前記第二軸感知層は相互に等距離で平行に排列する多数の透明トレース(Trace)により
組成する第二軸方向トレースを含み、
　前記第一及び第二軸感知層の間は前記絶縁層により間隔を開け設置され、これにより前
記第一軸方向トレースと前記第二軸方向トレースの両者は相互に垂直交差を呈し、しかも
相互に分かれ向かい合い配置され、
　さらに、前記第一軸方向トレースと前記第二軸方向トレースが共に有するトレース接点
は、それぞれスクリーン辺縁に設置する銀電極(Silver-containing conductive electrod
e)に電気的に連接し、並びに信号出力配線(Tail)に導接し、
　前記前表層と前記後表層は環状オレフィン重合体(Cyclic Olefin Copolymer, COC)或い
はポリエチレンテレフタレート(Polyethylene terephthalate, PET)などのフレキシブル
で光透過率の高い絶縁性薄層材料の採用が最適で、
　前記第一軸感知層と前記第二軸感知層は良好な導電特性を備える酸化インジウム(ITO)
透明薄膜を使用し、多数の相互に等距離に排列する透明トレースをエッチングにより形成
し、こうして相互に等距離で平行に排列する透明トレースを備え、前記スクリーン本体の
各組成薄膜はすべてフレキシブル特性を備えるため、前記スクリーン本体は折り曲げ、丸
めることができ、収納、携帯に便利で、スクリーン或いはプロジェクターのスクリーン上
での平坦性と密着性を増進することができ、
　また本体を直接プロジェクターのスクリーンとして応用し使用する時には、前記スクリ
ーン本体の前表層と後表層の一或いは二者を共に非透明の材料とすることができ、これに
より投射された光は前記スクリーン本体上に投影され、
　前記組み立てユニットはクリップ、フック、吸盤、或いは磁性部品で、これにより前記
スクリーン本体はディスプレー表面上或いはプロジェクタースクリーン前面に組み立てら
れ、或いはそれ本体を直接展開し壁などに掛けプロジェクタースクリーンとして使用する
ことができ、
　前記信号連結ユニットは前記スクリーン本体の信号出力配線と連接し、前記キャパシタ
式接触制御センサー構造の感知信号をコンピュータのCPUなどの信号処理回路に伝送し、
　前記信号連結ユニットはUSB或いは他の類似性能を備える電気信号コネクターで、また
は無線信号伝送器で、接触制御センサーの感知信号データを前記無線信号伝送器を通して
遠方の対応する無線信号受信器へと伝送し、こうしてインタラクティブ入力の作動を行う
。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案はディスプレーの表面、プロジェクターのスクリーン前面での使用、或いはそれ
自身をプロジェクタースクリーンとする使用への組み立て、取り外しが容易で、しかもそ
れが備える接触制御感知構造を利用し、映像とインタラクティブ信号入力を行うことがで
きる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本考案の特徴をさらに掲示するため、以下に具体的実施例について詳細に説明する。
各図に示すように、本考案実施例は透明で、しかも比較的大型のディスプレースクリーン
上に配置し使用する可動スクリーンを例とする。
前記接触制御感知構造を備える可動スクリーンはスクリーン本体１、組み立てユニット２
、信号連結ユニット３により組成する。
　該スクリーン本体１はキャパシタ式接触制御センサーで、前表層１１、Ｘ軸感知層１２
、絶縁層１３、Ｙ軸感知層１４、後表層１５を含み、前記各層は順番に接着され薄型スク
リーンを構成する。
　前記前表層１１と前記後表層１５は環状オレフィン重合体(Cyclic Olefin Copolymer, 
COC)或いはポリエチレンテレフタレート(Polyethylene terephthalate, PET)などのフレ
キシブル特性を備える光透過率の高い絶縁性薄層材料である。
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　前記Ｘ軸感知層１２と前記Ｙ軸感知層１４は良好な導電特性を備えるインジウム(ITO)
薄膜などの透明薄膜である。
　前記絶縁層１３は前記Ｘ軸感知層１２と前記Ｙ軸感知層１４の間を絶縁し、それはイン
ク或いは光透過率の高い樹脂薄膜などの誘電係数が２～４で、しかも光透過率の高い絶縁
性薄層材料を使用する。
【０００８】
　図２、３に示すように、前記Ｘ軸感知層１２は等距離に配置し、しかも相互に平行に排
列する多数の透明トレース１２１を含み、前記Ｙ軸感知層１４は等距離に配置し、しかも
相互に平行に排列する多数の透明トレース１４１を含む。前記各トレースの幅は通常は５
mm以上で、前記Ｘ軸感知層１２と前記Ｙ軸感知層１４は、前記絶縁層１３を間に設置し、
これにより前記Ｘ軸方向トレース１２１と前記Ｙ軸方向トレース１４１の両者は相互に垂
直交差を呈し、しかも相互に分かれ向かい合い配置される。
　前記Ｘ軸方向トレース１２１の一端にはトレース接点１２２を備え、前記Ｙ軸方向トレ
ース１４１の一端にはトレース接点１４２を備える。前記各トレース接点１２２、１４２
はスクリーン辺縁に設置する銀電極１６１a、１６１bにそれぞれ電気的に連接し、信号出
力配線１６に連接する。これにより前記Ｘ軸感知層１２と前記Ｙ軸感知層１４の感知信号
は前記信号出力配線１６により信号処理ユニットに伝送される。
【０００９】
　上記構造の設置により、前記Ｘ軸感知層１２と前記銀電極１６１aの間には等価キャパ
シタを形成し、前記Ｙ軸感知層１４と前記銀電極１６１bの間にも等価キャパシタを有す
る。よって、指或いは導体によりタッチパネル表面に接触或いは軽くスライドすると、信
号処理回路はキャパシタの変化により、導体或いは指の接触位置を判断することができる
。
　前記組み立てユニット２は前記スクリーン本体１上方辺縁部位に設置する１組のフック
２１と前記スクリーン本体１四周辺縁部位に設置する多数の磁性部品２２である。
　前記信号連結ユニット３はUSB或いは他の類似性能を備える電気信号コネクターで、そ
れは前記スクリーン本体１の信号出力配線１６と直列接続し、前記スクリーン本体１のキ
ャパシタ式接触制御センサーの感知信号をコンピュータのCPUに伝送する。
【００１０】
　本考案の組み立て時には、前記組み立てユニット２のフック２１の嵌設部を利用し、デ
ィスプレー８１スクリーンのフレームに掛け、並びに前記組み立てユニット２の各磁性部
品２２を、ディスプレー８１スクリーンの四周フレーム上の対応磁性部品に吸着組合せる
。これにより、前記透明のスクリーン本体１はディスプレー８１スクリーン上に安定的に
配置、使用され、同時に、前記信号連結ユニット３はコンピュータ８２上に直列連結され
る。
【００１１】
　組み立てが完成し使用する時には、使用者はスクリーン映像の指示或いは自由な意思に
より、指或いは導体を用い前記スクリーン本体１上において筆記し軌跡を形成する。前記
スクリーン本体１のキャパシタ式接触制御センサーは、軌跡信号を対応作動するコンピュ
ータ上に即時に伝送し、同期の軌跡データファイルを形成する。しかもアプリケーション
プログラムを対応させ、同期性のインタラクティブ信号入力を行い、或いはアプリケーシ
ョンプログラムの作動を制御する。こうしてスクリーンに書き込んだデータをコンピュー
タ中で編集、修正、表示、保存、印刷、或いはインターネットを利用し遠方に伝送するこ
とができるデジタル化作動機能を達成することができる。
【００１２】
　上記のように、本考案のスクリーンはディスプレーの表面、プロジェクターのスクリー
ン前面での使用、或いはそれ自身をプロジェクタースクリーンとする使用への組み立て、
取り外しが自在で、表示映像とインタラクティブ式信号入力の性能を達成することができ
、しかも前記スクリーン本体の各組成薄膜はすべてフレキシブル特性を備えるため、前記
スクリーン本体は折り曲げ、丸めることができ、収納、携帯に便利で、スクリーン或いは
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　この他に、本考案実施例のＸ軸感知層１２とＹ軸感知層１４の両者は相互に碁盤の目状
の垂直交差を呈し配置するため、前記各トレースの幅が比較的まばらであるばかりか、ト
レースの配置形態の規則的に整っている。よって前記スクリーン本体１はより均一な光透
過率を備えることができ、映像ディストーションの欠点を改善することができる。
　さらに、前記の技術構想を派生させ、例えば、前記スクリーン本体１を直接プロジェク
ターのスクリーンとして応用し使用する時、前記スクリーン本体１の前表層と後表層の一
或いは二者を共に非透明の材料とすることができ、これにより投射された光は前記スクリ
ーン本体１上に投影される。
また前記信号連結ユニットは無線信号伝送器で、接触制御センサーの感知信号データを前
記無線信号伝送器を通して遠方の対応する無線信号受信器へと伝送し、こうしてインタラ
クティブ入力の作動を行う。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本考案をディスプレースクリーン上に配置し使用する立体概略図である。
【図２】本考案のスクリーン本体の側面断面構造図である。
【図３】本考案のＸ軸感知層とＹ軸感知層のトレース図形概略図である。
【符号の説明】
【００１４】
１　スクリーン本体
１１　前表層
１２　Ｘ軸感知層
１２１　透明トレース
１２２　トレース接点
１３　絶縁層
１４　Ｙ軸感知層
１４１　透明トレース
１４２　トレース接点
１５　後表層
２　組み立てユニット
２２　磁性部品
３　信号連結ユニット
８１　ディスプレー
８２　コンピュータ
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【図１】 【図２】

【図３】
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